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1. PSD信号処理回路
PSD信号処理回路は、PSDからの光電流をI/V変換回

路で電圧に変換します。その後、信号処理 (位置換算)
を行いアナログ電圧を出力するタイプ (アナログ出力タイ
プ)とA/D変換器でデジタルデータ (RS-232C)に変換し
て出力するタイプ (デジタル出力タイプ)があります。

特長1 - 1

繁雑な調整が不要

出力電圧値がそのまま位置情報を示す

安定した検出能力

小型設計

構造1 - 2

(1) アナログ出力タイプ

アナログ出力タイプ C3683-02は、図1-1のように構成
されています。PSDからの光電流をI/V変換回路にて電
圧変換し信号処理回路で位置換算して、アナログ電圧
を出力します。

[図1-1] ブロック図 (C3683-02) 
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当社製PSD (位置検出素子)に適合した設計を採用した使いやすい回路・モジュールです。PSD信号処理回路はPSD 
(別売)を取り付けて使う基板タイプであり、PSDモジュールはPSDを内蔵しています。
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型名 適合PSD 対応する信号 出力 変換インピーダンス
(V/A) 応答速度 電源

C3683-02 1次元

DC

アナログ
1 × 104

1 × 105

1 × 106

16 kHz
(遮断周波数)

直流安定化電源
(±15)C4674-01 2次元

C9068-01 1次元
デジタル 1 × 105 5 ms min.

(信号変換時間)
直流安定化電源

(＋12)C9069-01 2次元

注) 出力電圧 (単位: V)の値が、受光部の中心からのスポット光の位置 (単位: mm)を表します。

[表1-1] 浜松ホトニクスのPSD信号処理回路

PSD PSD信号処理回路 電源、測定器、PC

* PSD信号処理回路の付属品

[表1-2] 接続例

デジタル出力 (RS-232C)

C9068-01

デジタル出力 (RS-232C)

C9069-01

PC (A/D変換ボード装備)

電源 (±15 V)

電圧計 
オシロスコープなど電圧計・オシロスコープ用 

プローブ (× 1)

9本バラ線

PC (A/D変換ボード装備)

電源 (±15 V)

電圧計 
オシロスコープなど電圧計・オシロスコープ用 

プローブ (× 2)

9本バラ線

PC

電源 +12 V
DCプラグ付ケーブル*

RS-232Cケーブル

アナログ出力

C3683-02

アナログ出力

C4674-01

シールド線 (5芯)
またはAWG#26相当

ツイストペア
(30 cm以内)

S5990/S5991-01
搭載用基板

2次元PSD

シールド線 (3芯)
またはAWG#26相当

ツイストペア
(30 cm以内)

1次元PSD
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型名 受光素子 受光面サイズ
(mm) 対応する信号 出力 遮断周波数

(kHz) 電源

C10443-01
2次元PSD

4 × 4

AC, DC アナログ
16 直流安定化電源

(±5～±12 V)C10443-02 9 × 9

C10443-06 4分割フォトダイオード 10 × 10 160

注) �出力電圧 (単位: V)の値が、受光部の中心からのスポット光の位置 (単位: mm)を表すことができます (C10443-06を除く)。

[表2-1] 浜松ホトニクスのPSDモジュール

2. PSDモジュール
PSDモジュールはPSD (または4分割フォトダイオード)

とI/V変換回路をコンパクトなケースにまとめた位置検出
モジュールです。

特長2 - 1

取り扱いが簡単

高精度なアナログ電圧出力

小型: 名刺サイズの1/2: 34 × 40 × 44 (W × D × H) mm

構造2 - 2

[図2-1] ブロック図 (C10443-01/-02)
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使い方 (C10443-01/-02)2 - 3

PSDモジュールの出力電圧を式 (2-1)(2-2)に入れる
ことによって位置情報を取得することができます。

x = ×(VX2 + VY1) - (VX1 + VY2)
VX1 + VX2 + VY1 + VY2

L
2

y =

............ (2-1)

............ (2-2)×(VX2 + VY2) - (VX1 + VY1)
VX1 + VX2 + VY1 + VY2

L
2

x, y: PSD受光面中心を原点とした場合のスポット光の位置座標 (単位: mm)
L: 4.5 mm (C10443-01)

10 mm (C10443-02)

KACCC0345JD

(2) デジタル出力タイプ

デジタル出力タイプ C9068-01は、図1-3のように構成
されています。PSDからの光電流をI/V変換回路にて
電圧に変換しA/D変換器でデジタル信号に変換して、
マイコンで位置演算して出力します。

[図1-2] ブロック図 (C9068-01)
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(1) アナログ出力タイプ

アナログ出力タイプには、D-subコネクタに接続するた
めの配線用コネクタが付属されています。オシロスコープ 
(または電圧計)・電源と接続するケーブルを配線用コネ
クタにはんだ付けします (ケーブルは付属していません)。

(2) デジタル出力タイプ

デジタル出力タイプは、付属のDCプラグ付ケーブルを
電源に接続して使用します。出力コネクタとPCをRS-232C
ケーブルで接続します (ケーブルは付属していません)。

KACCC1066JA
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[図2-2] 接続例 (PSDモジュール)
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3. 応用例
レーザ光軸合わせ

距離センサ

液面センサ

歪み測定


	PSD信号処理回路
	特長
	構造
	使い方

	PSDモジュール
	特長
	構造
	使い方 (C10443-01/-02)

	応用例

